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【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  31/5575   (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/02     (2006.01)
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   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/137    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4174   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4164   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/165    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/498    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/365    (2006.01)
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   Ａ６１Ｋ   31/5575   　　　　
   Ａ６１Ｐ   17/02     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １１２　
   Ａ６１Ｋ   45/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/137    　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/4174   　　　　
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   Ａ６１Ｋ   31/165    　　　　
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   Ａ６１Ｋ    8/365    　　　　
   Ａ６１Ｋ    8/37     　　　　
   Ａ６１Ｑ   17/04     　　　　
   Ａ６１Ｑ   19/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １２１　

【手続補正書】
【提出日】平成29年9月25日(2017.9.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プロスタグランジンF2α(PGF2α)、PGF2α類似体、又はその組み合わせを含んでなる、
ヒトの委縮性皮膚瘢痕を治療するための局所投与用医薬組成物。
【請求項２】
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　前記PGF2α類似体がラタノプロスト、トラボプロスト、ビマトプロスト、又はタフルプ
ロストである、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項３】
　前記PGF2α及びPGF2α類似体の濃度が、前記組成物の約0.001質量%～0.20質量%である
、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項４】
　さらにUVA/UVBサンスクリーンを含む、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項５】
　前記UVA/UVBサンスクリーンが、10～75+のSPF範囲又は2+～8+のUVA保護グレード範囲の
いずれかを有する、請求項４に記載の医薬組成物。
【請求項６】
　α1若しくはα2アドレナリン作動薬類似体又はその医薬的に許容できる塩、及びその組
み合わせをさらに含む、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項７】
　前記α1若しくはα2アドレナリン作動薬類似体が、オキシメタゾリン、テトラヒドロゾ
リン、ネファゾリン、キシロメタゾリン、フェニレフェリン、メトキサミン、メフェンテ
ルミン、メタラミノール、デスグリミドドリン、ミドドリン、又はブリモニジンである、
請求項６の医薬組成物。
【請求項８】
　さらに保湿剤を含む、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項９】
　徐放ビヒクル製剤である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項１０】
　前記徐放ビヒクル製剤がリポソーム、ナノ球体、ゲル、軟膏、又はエマルションである
、請求項９に記載の医薬組成物。
【請求項１１】
　経皮コラーゲン誘導療法、切除レーザー治療、非切除レーザー治療、皮膚切除療法、ヒ
ト羊膜移植片の適用、ケミカルピール、半閉塞性シリコーンベース軟膏、ゲル若しくはシ
ート又は他の弾性圧迫包帯の適用、トリクロロ酢酸の適用、皮膚充填剤の注入、又は委縮
性瘢痕領域への自家線維芽細胞の移植術の前、その最中又はその後に投与するための、請
求項１に記載の医薬組成物。
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